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C O N T E N T S 
ページ 項 目 

 
 

 

２ 第５回理事会報告 

５ ニューリーダー育成研修会（レポート、感想、アンケート） 

９ 第３７回広島県医学検査学会（レポート、優秀演題、アンケート） 

 

 

 

 

１３ ２０１９年度 広臨技発行紙への広告・協賛のお礼 

１４ 学術部員募集 

１５ 第 39 回広島県臨床検査精度管理向上研修会 

 

 

 

      ≪令和２年度 会費納入について≫ 
 継続の会員の方の令和 2 年度会費は、ご登録の口座から令和 2 年 2 月 27 日（木）に年会

費 10,000 円及び広臨技会費の 7,000 円の合計 17,000 円が引き落とされます。残高不足等

の事由により振替できなかった方は、令和 2年 3 月 27 日（金）に再度振替をいたしますの

で、忘れずにご入金をお願いします。

 

 

≪2020 年度診療報酬改定≫ 
 

2月7日、中医協の総会にて令和2年診療報酬改定案が答申され、診療報酬改定の点数など具体的な内容が示されました。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000193003_00002.html 

 

 

広報部連絡・専用 E-Mail ＜koho@hiroringi.or.jp ＞ 

速報原稿の送付、広報部へのご意見等をお願いします。 

モバイル端末からのメール送信も可能です。 

（次号速報の原稿〆切りは 3月 13日です） 

  

編集・発行 一般社団法人広島県臨床検査技師会 

事務所 FAX 082-502-6031 

発行日 令和 2(2020)年 2月 29日 

日 

http://www.hiroringi.or.jp/
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令和２年２月 15 日、広島 YMCA 国際文化センター 4 階会議室にて第５回理事会が開催されました。 

 

〈報告事項〉 

【森田会長】 

●日臨技令和２年度事業計画(案)について(配布資

料参照) 

ア)公益目的事業 

・品質保証施設認証制度の再構築検討 

新施設認証制度の基本的な考え方(骨子案の概要) 

認証分野を臨床化学・血液分野のみによる審査基準

を改め、最大 10 分野に拡大する。 

施設分類はカテゴリーに分けて検査している施設を

全体的に網羅する。 

審査基準は、日臨技の外部精度管理に参加し、一定

の基準を満たし、是正をきちんとしているというこ

とを審議の基準にする。 

2021 年度の精度管理を経て、2022 年度実施を目指す。 

・都道府県への日臨技臨床化学試料の提供(継続) 

・精度管理責任者育成の講習会の開催 

イ） 学術・職能支援事業 

①教育研修 

・臨地実習指導者講習会 

養成校教育カリキュラムの見直しに合わせて、臨

地実習指導者講習会の開催。 

実習病院では臨地実習の指導講習を受けた担当

者が必須となる。 

 広島県では 1 人か 2 人のファシリテーターを養成

し、県で講習会を実施し指導者 を育成する。養

成学校でも実習担当者が必要で、養成校と技師会

が共同で指導者を養成していきたい。 

2023 年の臨地実習生からの稼働。 

・臨床検査技師への新たな厚生労働省指定講習会 

新たな業務範囲拡大があれば、厚生労働省指定講

習会が開催される。 

    検体採取等に関する厚生労働省指定は一区切りつ

いた。今後の未修者の対応につ いては日臨技の

対応を待つ。 

②国際協力 

③会誌発行 

   電子化される方向 

④学会運営 

 第 70 回が福岡、第 71 回大阪 

⑤出版 

⑥支部運営 

ウ）渉外・組織強化事業 

 ①組織対策 

 ②組織運営 

  ・47 都道府県より理事を選出 

   広島県からは水野支部長を選出する。 

 ③国民医療向上 

④就労支援 

⑤事務運営 

⑥会員管理 

⑦共済 

   ⑧会館 

●令和２年度都道府県技師会との関連事業(予定)

について(配布資料参照) 

・都道府県技師会の主催事業 

１．生涯教育推進研修会 

令和２年度 

１研修会、定額３万円及び日臨技会員である参加者

1 人あたり 500 円、最高 40 名まで(最大５万円)を上

限（令和３年２月まで） 

・2019 年度助成金対象研修会  広島県は 16 採用

(実施率 60％) 

・日臨技・都道府県技師会の共同事業 

１．都道府県技師会主催「リーダー育成講習会」の

開催支援 

   令和２年度からの日臨技主催「地域ニューリー

ダー育成講習会」に新たな人材を推薦・派遣す

る。 

 ２．「初級・職能研修会」の開催 

   定額５万円＋参加者１名あたり 1,000円の経費

を日臨技が負担。 

 ３．総会委任状回収委託 

  ・支部学会担当都道府県技師会 

第５回 理事会報告 
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 １．学生フォーラム 

 ２．中高生進路支援ガイダンス 

●中四国学会進捗状況報告(配布資料参照) 

 

 【坂田事務局長】 

●1月 11日 新春祝賀会報告 参加者 150名(含招

待者 11 名) 

 経費内訳は配布資料参照 

 反省点や気付きについては改善をしていく。 

●定期総会の開催について 

 6 月 13 日(土)相鉄グランド・フレッサ広島(旧ホ

テルサンルート広島) 

 総会資料は 5 月 7 日発送、5月 28 日委任状締切 

  

 【尾田学術部長】 

●県学会で「みんなで考える。症例検討会」を開

催。 

 

【浅野経理部長】 

 ●メディカルオンラインの入金について 

  著作権の利用料 3,960 円が 3 月に入金予定。 

 

 【中島渉外法規部長】 

 ●HIV 日曜検査 

  梅毒検査の希望が増えてきた。以前は予算の関

係で難しいと言われていたが、他県では実施し

ている県もあり、一応広島県に報告をする。 

 ●ピンクリボンキャンペーン 

2月 21日 広響コンサートとピンクリボンのコ

ラボ（技師会のマスク 130 枚発送） 

5 月 10 日 カープ球団とのコラボ（内容はこれ

から協議する） 

 ●会員表彰 

  2 月 21 日締切。 

 

 【難波組織調査部長】 

 ●1 月 19 日に「ニューリーダー育成講習会」 52

名参加 

  大変好評だった。 

 

  

【有谿広報部長】 

 ●1 月 31 日に速報 2 月号を HP に掲載 

   速報３月号は、ニューリーダー育成講習会、

県学会レポート、学術部門員の募集、賛助会

員へのお礼を掲載予定。 

 ●3 月 2 日 広報部会開催予定

 

〈地区報告〉 

  【広島地区】 

 ●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/02/15-16 第 37 回広島県医学検査学会 

(内訳) 

2/15 169 名（PC 会員受付 141 名，学生 5 名， 

賛助会員 23 名） 

2/16 197 名（PC 会員受付 135 名，学生 19 名， 

賛助会員 19 名，市民 24 名） 

 

 

366 名 

 

 

 

 

  【呉地区】 

 ●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/01/30 第４回呉地区輸血談話会 19 名 
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 ●活動報告 

2020/01/24   呉地区新年会（意見交換会） 

●事業計画  

開催予定日 事業名 

2020/02/21 第４回呉地区血液研修会 

2020/02/27 第６回呉地区研修会、第６回呉地区委員会 

2020/03/06 第３回呉地区微生物研修会 

 

  【東部地区】 

 ●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/01/18 東部地区生理研修会 35 名 

2020/01/23 第４回生涯教育講座（東部地区） 53 名 

2020/01/30 第２回東部地区病理細胞診研修会 25 名 

2020/02/08 第２回東部地区生化・免疫検査合同研修会 37 名 

●事業計画 

開催予定日 事業名 

2020/02/22 第２回東部地区血液研修会 

2020/02/22 第３回東部地区輸血検査研修会 

2020/02/22 東部地区生理研修会（2019 年度日臨技精度管理報告会） 

 

  【東広島地区】 

 ●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/01/28 スパイロメトリーの基礎知識 19 名 

2020/02/13 がん関連研修会（がん患者の精神症状） 13 名 

●事業計画 

開催予定日 事業名 

2020/02/17 生理検査研修会 

2020/02/22 東広島地区会議 

 

  【北部地区】 

 ●活動計画 

開催予定日 事業名 

2020/06/13 第１回北部地区研修会 

2020/10/17 第２回北部地区研修会 

2020/12/05 第３回北部地区研修会 

2020/12/05 北部地区意見交換会 

 

 



 5 

【水野監事】 

 ●支部学会について 

  岡山の次が広島だが、会場の都合で岡山が 12

月開催になりそうなので、早めに日程や会場の

手配をした方が良い。 

  

  【三舛副会長】 

 ●Nextcloud の使用について お試し願い(配布

資料参照) 

   Nextcloud 内の全員閲覧フォルダにマニュア

ルを作成中。 

 ●「ベッドサイド実践講習会」3月7日～8日開催。 

   申し込み期限延長(3 月 21 日まで) 

 

   

〈討議事項〉 

【浅野経理部長】 

 ●令和元年度決算について 

3 月 19 日締切 

●収支予算書(案)について(配布資料参照) 

 ・事業費支出の②広島県医学検査学会事業費支出

の増額については、毎年会場確保に苦労してい

るため、会場費を 100 万円として推定。 

 ・事業費支出の⑥教育研修事業費支出については、

臨地実習指導者講習会への派遣費用として 10

万円を計上。 

 ・事業費支出の⑦広報事業費支出について、今年

度は役員の改選などで会誌が厚くなる  と

予想されるため増額。 

 ・特定資産取得支出は、事務所維持費が 1,000 万

以上あるため、来年度は事務所維持特定預金取

得支出を０円にし、新設した設立 70 周年・法人

化30周年記念事業引当資産取得支出に200万円

を計上。 

 ・今回、新たに事務所維持費の中に web サイト維

持費を計上している。 

 （三舛副会長） 

 Q）地区活動費は、一括してその他の会計に含まれ

るのか。 

 A）現時点では、地区活動については公益事業活動

ではないという認識のため、組織運営事業費支

出に計上している。 

 （中島渉外法規部長） 

 Q）予算申請時、通信運搬費で申請しているが、費

目でみると通信費と運搬費は別になっている。

今後の予算申請は分けて申請した方が良いのか。 

 A）来年度の予算申請書は、わかりやすいものを作

成している。 

 ●収支予算書(案)は、全員の挙手によって採択さ

れた。 

 

以上 

 

 

 

 

令和 2 年 1 月 19 日（日）、広島赤十字・原爆病院

にて「第 2 回広島県ニューリーダー育成研修会」を

開催しました。 

県内の各施設より５２名の参加がありました。 

日臨技では組織強化・活性化の事業として「地域ニ

ューリーダー育成研修会」を平成 26 年から令和元年

まで６回、毎年開催（各都道府県より 1 名の参加）

し、その参加者が中心となり、日臨技要請の下、「都

道府県ニューリーダー育成研修会」が平成 29年より

各都道府県で開催が始まり、広島県は平成３１年に

伝達講習方式で第１回を開催し、第２回となる今回

は、グループワークを取り入れて、１日単位の研修

会を企画し開催しました。 

ニューリーダー育成研修会 レポート 
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今回の研修内容は、広臨技森田会長による「医療

情勢と今後の広臨技の方向性について」の講演、日

臨技横地副会長による「次世代リーダーに求める資

質～タスクシフト/シェアリング・その先に！！」と

題して、少子高齢化を迎え、人口および社会、医療

情勢が大きく変わっていく中で臨床検査技師の果た

す役割、１０年後、２０年後の臨床検査技師のあり

方を学びました。 

講義の中でチーム医療として、検査室の外に出て

前向きに、病棟や在宅業務における業務拡大の必要

性、「検査技術」のみならず検査前の説明から検査結

果報告後までデータの精度保証だけでなく、「検査行

為」に責任を持つという考え方、臨床検査技師であ

る前に患者のために何をすべきか、医療人としての

初心を忘れないこと、という言葉が印象に残りまし

た。 

午後からは、グループワークとして「目標達成の

アプローチ STEP 表について」過去の日臨技主催の

研修会で学んだ手法を紹介し、その後、実践として

参加者が５人から７人のグループ単位で、取り組む

テーマ決めて、現状の問題点を上げて、その問題を

解決するために「誰が、いつまでに、何をするか、

達成までの留意点」を１枚の STEP 表として、仕上げ

てもらいました。 

後半は、作成した STEP 表をグループごとにプレゼ

ンテーションし、組織のリーダーとしての目標を立

てて、目標達成までの行動を計画し、組織のメンバ

ーに説明する過程を、体験してもらいました。 

僕が日臨技研修会で、2 日間で取り組んだ内容を

半日に凝縮して、開催しましたので時間が足りない

グループもあったとは思いますが、どのグループも、

他施設の技師と、日常の問題点や意見交換ができた

のではないかなと思います。  

参加者の皆さんが取り組んだテーマとしては「人

材育成」が多く、どの施設も、現在の業務に加えて、

これからニーズが増えてくる病棟業務や検体採取に

向けて、業務の効率化や人員確保に努めていきたい

姿勢がみられました。今回の研修がその一助になれ

ば幸いです。 

最後になりますが、このような人材育成研修会は

継続して開催されます。来年度からも日臨技主催の

ニューリーダー研修会が行われ、広臨技も連携し、

臨床検査技師の人材育成に繋げていきたいと考えて

います。 

今回参加された方や、新たに人材育成や業務改善

について興味を持たれた方、次年度のニューリーダ

ー研修会へ多くの会員の参加をお待ちしております。 

 

済生会呉病院 河野 雄一

 

 

 

 

 令和 2 年 1 月 19 日に広島赤十字・原爆病院にて広

島県臨床検査技師会 第 2 回ニューリーダー育成研

修会が開催され、52 名が参加しました。午前中はま

ず広臨技会長から「医療情勢と今後の広臨技の方向

性」についての講義がありました。今の仕事をこな

すだけでなく、変わりゆく情勢の中で少子高齢化・

人口減少・ゲノム医療・AI 導入などに対応する必要

性や付加価値のある検査を目指すことの重要性を学

び、何が出来るか模索しなくては・・・と考えたの

も束の間で、次に横地日臨技副会長による「次世代

リーダーに求める資質 タスクシフト/シェアリン

グ・その先に！！」の講義です。『あなたに求められ

る管理者に必要な資質とは？』という見出しから始

まり、私はドキッとしました。現在当院の検査室に

私の後輩はおらず、優秀な先輩方がいるので、心の

中にまだ自分の話ではない、自分には早いと思う部

ニューリーダー育成研修会 感想 
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分があり、自覚が持てずにいます。5 年後はいいけ

ど、10 年後は？将来の検査室を思い浮かべる時、私

は誰と検査の方向性を協議すればいいのか見当もつ

きません。 

広臨技会長がおっしゃった課題をクリアし検査技師

として医療に貢献していくためには、色々なスキル

が必要とされますが技術だけでなく人間としても成

長していく必要があると思いました。そしてチーム

医療の一員として多職種とも連携していくことの大

切さを改めて学びました。私にとって課題はとても

大きな山のように感じますが、いい意識付けになっ

たと思います。 

 午後からはオフサイトミーティングやグループワ

ーク中心に研修を行いました。グループ内で自施設

の悩みや問題点を語り合い、1 つのテーマに絞り考

えていく中で同グループの皆さんはとても楽しく頼

もしい方ばかりで、たくさんの会話の中で色々なア

ドバイスを聞けて大変勉強になりました。同じニュ

ーリーダーを担う仲間と出会えたことも大きな収穫

で、とても良かったと思います。 

今回の仲間とのつながりも大切にしたいと思います

し、自施設に戻ってからも１歩ずつ前進して行こう

と思っています。

 

 

因島医師会病院 新川和愛

 

 

１.なぜ研修会に参加しようと思いましたか 

 

 

２.「医療情勢と今後の広臨技の方向性について」の

講義はどうでしたか 

 

 

３.「次世代リーダー求められる資質 ～タスクシフ

ト シェアリング・その先に！！～の講義はどうで

したか 

 

 

４. グループワーク「目標達成のアプローチ 

STEP 表について」はどうでしたか 

 

設問　1

25

25

1 1

・興味があったから　　 ・行くように言われたから ・その他 未回答

設問　2

23

27

1

・よく理解できた ・理解できた ・よく分からなかった

設問　3

31

20

0

・よく理解できた ・理解できた ・よく分からなかった

設問　4

28
20

2

16

・初めておこなった ・経験していた
・意見交換できた ・あまり意見が言えなかった

ニューリーダー育成研修会 アンケート調査 
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５.今後、このような研修会があれば参加したいです

か 

 

 

【感想 ご意見】 

＜講義について＞ 

・横地副会長の講演が心に響きました。 

・少子化 中長期目標を立てる 安定は衰退の始ま

り持ち帰りたいと思います 

・これからの検査技師のフィールドや、現在の職場

の問題点について考え、他施設の方と意見交換でき

る貴重な研修会でした 

・今後の参考になる研修会になりました 

 

＜グループワークについて＞ 

・課題を共有できて良かったです。そこから解決法

を討論できて参考になりました 

・初めてＳＴＥＰ表というのを作成してみたが、目

標、それまでのプロセスを考えることによって色々

なことが分かりました 

・グループワークで、他施設の情報、考え方を知る

ことができて良かった 

・内容的には充実していたと思う グループワーク

があって他施設の人と話せて良かった 

・大変勉強になりました 他施設の方と交流が持て

て良かった 

・様々な施設の情報共有が出来て良かったです 

・グループワークで他のグループの発表を考察する

時間があれば良い 

・ＳＴＥＰ表が清書用とグループワーク用の２枚あ

れば良いと感じました 

・他施設の方の意見や悩みを聞き同じような内容で

あった。その悩みを今日のグループワークのテーマ

にし、一緒に考えられたので良い経験になった。Ｓ

ＴＥＰ表を持って帰って活用したいです。色々な考

えがあることがあり、視野を拡げていきたいと思い

ます 

・グループワークで様々な意見、考え方、悩みが聞

けて良かった 

・全てのグループのＳＴＥＰ表の資料が欲しいくら

いどれも良かったです 

・グループワークでは色々な意見をきくことができ

て勉強になりました 

・今後の業務に生かしていければと思います 

 

＜会場 運営について＞ 

・会場が分かりにくかったので、案内板とかあれば

良かった 

・お弁当 美味でした ありがとうございます 

・お弁当 おいしかったです（カープ） 

・開催日時が 10：00 だったが、実際は 9：45 （タ

イムテーブルにはありましたが）案内も 9：45 と記

載してほしかった 

 

＜研修会全般について＞ 

・高齢化社会に向けての広臨技の明確な方向性がほ

しかった 

・いつも同じスタッフの中で仕事をしているので、

初めて出会った技師さんの話はとても興味深かった

です 

・同年代の同じような問題をかかえる技師さん達と

積極的な意見交換ができて、とても有意義な時間が

持てました。次回も是非参加したいです 

・他の施設の方の違った意見もたくさん聞くことが

でき、大変ためになりました 

・悩みも共通の部分が多くあり、今後考えていかな

いといけない部分かなと感じております 

・他病院 学校の先生方と交流ができ、大変勉強に

なりました 

・大変 勉強になりました また開催して下さい 

・人材育成について、悩まれている病院が多いこと

が、改めて分かりました 

・人材育成が土台になっていることが学べた 

・新人が入ってきた時の人材育成をどのようにした

らよいか学べてよかったです 

設問　5

32

1

18

・参加したい　 ・参加したくない ・どちらでもない
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・私自身は指導する立場になった事はないので、経

営や価値観の共有化などの話が、ためになりました 

・現状を変えることは大事だと分かっていますが、

実際の現場は人がいない問題を抱えています。なか

なか難しいことも、立場が上の方たちも分かってい

ただきたいと思います 

・まだ早い内容なのかと思いましたが、人の育成で

なく、自己のためにも使用できることが多かったの

で、参加してよかったと思います 

・他施設の方と交流できてよかったです 

・他施設でも同じ悩みがあると分かり、それに対す

る相談ができて有意義な時間が過ごせました 

・他施設の現状を知ることができ、良い刺激になり

ました 

・他院の技師との交流は貴重な経験となった 

・日常業務で目を背けがちなテーマに取り組んで少

し疲れましたが良い経験でした 

 

 

 

 

 

 令和 2 年 2 月 15、16 日に広島 YMCA 国際文化セン

ターにて、第 37 回広島県医学検査学会が開催されま

した。今回の学会は令和への元号変更もあったこと

から、「新しい時代を迎えて」というテーマのもと新

しい試みも行われた学会でした。 

 15 日は、学会に先駆けて開催された「集まれ広臨

技」では、三桝副会長より「ウェブサイトの必要性」

と各部門による「知ってほしい、知ってよかった広

臨技」と題して２題の会員向けの発表ありました。

私は広報部に所属していますが、広臨技を運営され

ている他部門の役員の方々のお話を聞き、ウェブサ

イトの必要性や技師会の運営など理解することがで

きました。引き続き学会の新しい試みの一つである

「みんなで考える症例検討会」が行われました。症

例 1 は「おなかが痛い」症例 2 は「足がしびれる」

を主訴に来院した患者様の検査データ、画像所見な

どから原因検索を行っていく企画でしたが、今回は

クリッカーを用いることで学会参加者の意見がリア

ルタイムで反映される内容となっていました。現在

の臨床検査技師は更なる専門分野の向上を目指し

日々研修会などに参加していますが、その専門性を

全て合わせて全体を見る力も大事だと感じました。 

 16 日はモーニングセミナーとして聖隷浜松病院

臨床検査科の米川修先生から「臨床支援を見据えた

これからの検査室」についてご講演がありました。

聖隷浜松病院では異常値が見つかった場合、臨床検

査技師が一度データを解析し臨床検査専門医である

米川先生に確認していただき、臨床の医師への追加

検査のアドバイスなどを行っているとのことでした。

この取り組みによって検査室は臨床へアピールする

ことができ、臨床の医師は検査値の見落としが少な

くなるという関係性が築かれていて感銘を受けまし

た。15 日に行われた症例検討会などでデータを見る

力を養い、臨床に貢献できる臨床検査技師でありた

いと感じました。モーニングセミナーが終了後、会

員による一般演題発表が午前と午後に分かれて１４

題ありました。その中から、優秀演題賞として JR

広島病院の原田耕輔技師が受賞されました。おめで

とうございます。ランチョンセミナーを挟み、一般

市民の方々に、臨床検査技師について理解していた

だくため「臨床検査プロモーションタイム」を組織

調査部の大塚技師に講演していただきました。引き

続き行われた市民公開講座は広島大学病院遺伝子診

療部の檜井孝夫先生から『がんの本質に迫る「がん

ゲノム医療」の現状と課題』と題してご講演があり

ました。一般市民の参加者にもわかりやすく、がん

ゲノムの基礎から検査方法、そしてこれからのがん

第３７回広島県医学検査学会 レポート 
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との向き合い方について話されていました。今後、

臨床検査技師としてがんゲノムに関わっていくため

に身に着けておきたい知識を明確にさせていただく

ご講演でした。 

 今回の学会は市民を含めて 2 日間で 338 名の参加

がありました。私は学会実行委員として参加させて

いただきましたが、症例検討会という新しい試み、

臨床支援を行うこれからの検査室像、がんゲノムを

見据えた臨床検査は「新しい時代を迎えて」という

テーマをもとに行われた学会にふさわしい内容だと

感じました。私を含め、これからの若い世代の臨床

検査技師が今後飛躍して参加したくなるような学会

でした。学会を開催するに当たり、ご尽力頂いた学

会長、実行委員長ならびに実行・実務委員の皆様、

お疲れ様でした。また、ご協力いただいた賛助会員

の皆様にお礼申し上げます。 

 最後にはなりますが、学会前に行われた「集まれ

広臨技」の広報部アピールでコントをさせていただ

きました。大すべりする覚悟ではありましたが、意

外と高評価をいただきました。あのコントを見て、

広報部に入ってみたいと思った方はぜひお声掛けく

ださい。我々広報部はみなさんを待っています。

 

（広報部 村田 竜也）

  

 

この度、第 37 回広島県医学検査学会の一般演題

「グラム染色所見とMALDI Biotyperによる同定が

診断に有用であったBrachyspira pilosicoliによ

る腸管スピロヘータ症の 1 例」の演題において、

数ある演題の中から優秀演題賞として表彰された

ことを大変嬉しく思います。 

 今回報告させて頂いた症例は、日常業務の中で

中々出会うことがない稀な症例であり、経験した

ことがある場合と、そうでない場合で大きく検査

の方向性が変わってくる症例であったと思います。

自分自身も本症例を通じて多くのことを学び、今

後の業務の中に活かしていける知識や経験を多く

身に付けることができました。本症例は病理組織

学的検査で診断がつくことの多い疾患であります

が、提出検体のグラム染色所見で、迅速に本疾患

の可能性が疑われることを臨床にフィードバック

出来たことは、グラム染色による迅速診断の有用

性を改めて認識できた重要な機会であったと感じ

ております。また、本症例において提出された検

体が腸管由来であったことと同時に、検出された

菌種はスピロヘータ目に属する Brachyspira 

pilosicoli であったことなどから分離培養、菌名

同定に至るまでにとても苦慮しました。多数の腸

内細菌の中から目的の菌だけを分離するには、よ

り工夫した培養の仕方が必須であり、今後の課題

として、このような特殊な症例に出会った時のた

めの準備を、今まで以上に行っていく必要性を感

じました。担当した微生物学的検査の結果だけで

なく、臨床症状や病理組織学的検査、大腸内視鏡

検査など複数の所見が組み合わさることで、原因

となる因子の特定や治療に結びついたという経験

第 37 回広島県医学検査学会 優秀演題 
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は、臨床や他分野の検査担当者とのコミュニケー

ションを、今後より一層大切にしていこうという

気持ちを強くさせました。また今回の経験も踏ま

え、今後も継続してより多くの研修会等へ参加し、

臨床検査技師としての知識を深めていこうと考え

させられました。 

 最後に、審査していただいた先生方、広島県医

学検査学会の実行委員の皆様、本発表にあたりご

指導してくださった先生方に深く感謝申し上げ

ます。                                                                                    

 

 JR 広島病院 診療部 臨床検査科 原田耕輔 

 

★下記の集計は学生以外 109 名の集計です． 

・技師経験年数  1 年目～39 年目 平均 15.7 年 

 

 

 

 

 

 

第 37 回広島県医学検査学会 アンケート調査 
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【みなさんからの意見・感想まとめ】 

○集まれ広臨技に関して 

・WEB 登録が少ないことに驚いた． 

・集まれ広臨技：役員の方の日ごろのご苦労を知るこ

とができた．毎年やってほしい． 

・WEB：暗かった，もっと元気よく！ 

・WEB：必要性が伝わり良かった． 

・広報のコントがよかった． 

・集まれ広臨技，症例検討会とも面白い企画でした． 

○症例検討会に関して 

・症例検討会が勉強になった． 

・症例検討会：クリッカー参加が良かった． 

・症例検討会：学会の目玉になりそう．継続を！ 

・症例検討会：司会進行が良かった．今後も企画して

ほしい． 

・症例検討会：実症例でやった方が良い．採血データ

がなくても問診と症状と感受性の結果だけで，診断・

治療できるのではと思った． 

・症例検討会をまた来年も実施してほしい． 

・症例検討会：今後も企画してほしい 

・集まれ広臨技，症例検討会とも面白い企画でした． 

○モーニングセミナーに関して 

・モーニングセミナー：たいへん励みになりました． 
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・検査技師の方向性が参考になった． 

○一般演題に関して 

・一般演題は午前中のみが良い．細菌が A.Mと P.M に

またいでいた． 

・発表は時間内に終わるようにすべきでは？ 

・県学会は業務分野でない分野の演題を知ることがで

き視野が広がるので大変変良い． 

○学会全般に関して 

・面白かった． 

・スクリーンが大きくなく見えにくかった． 

・一日だけが良い． 

・２度の受付が手間だと思う． 

・準備不足？（午後 1 つめ）  

 

○市民公開講座で回収分のアンケートまとめ 

・市民公開講座 ９名/２３名の 39％の方からのアン

ケート回収があった． 

・聴講者の年齢 50～77 歳 平均年齢 61.2歳 

・男女比 4：5 

・居住地 9 名全員が広島市 

・臨床検査プロモーション 

臨床検査技師という職種種を知っていたか．2 名/9 名

中(22%)のみしか知らなかった． 

理解の深まりは？ 7名/9名で検査技師について理解

が深まったという回答でした． 

内容の評価について 1 名は無回答であったが，8 名

の方が，面白かったという回答でした． 

・今後聞きたい，内容について 

●肺・大腸・子宮・肝臓などの癌について 一部位の

癌に一講座ずつ 

●更年期障害について 

●ポイント手帳（？）について 

・１日目アンケート（80 名回収/141 名受付：学生 1

名含 回収率 56.7％） 

・２日目アンケート（38 名回収/135 名受付：学生 8

名含 回収率 28.1％） 

・合計 118 名回収/276 名受付：学生 9 名含 回収率

42.8％ 

 

広臨技 会長 森田益子 

広島県臨床検査技師会が発行する冊子（会報、広島臨床検査、広島県医学検査学会抄録集）の発刊にあたり、

以下の賛助会員におかれましては格別のご協力・ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

今後も広島県臨床検査技師会の運営におきましてご理解の上ご支援いただきますようお願い申し上げます 

令和元年度（2019 年度）広報関係発行紙の広告掲載賛助会員一覧（順不同・敬称略） 

 

 

会社名 会誌（学術誌） 会報 会報（抄録集）

富士レビオ株式会社 〇 〇 〇

シスメックス株式会社 〇 〇 〇

山陽女子短期大学 〇 〇 〇

アボットジャパン合同会社 〇 〇

アークレイマーケティング株式会社 〇 〇

極東製薬工業株式会社 〇 〇

株式会社ビー・エム・エル 〇 〇

日立化成ダイアグノスティックス・システムズ株式会社 〇 〇

キャノンメディカルシステムズ株式会社 〇 〇

ニプロ株式会社 〇 〇

ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 〇 〇

株式会社エイアンドティー 〇 〇

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 〇

株式会社福山臨床検査センター 〇

ニットーボーメディカル株式会社 〇

チェスト株式会社 〇

ベックマン・コールター株式会社 〇

ラジオメーター株式会社 〇

２０１９年度 広臨技発行紙への広告・協賛のお礼 
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令和2•3年度学術部門員　応募用紙

ふりがな

氏名

所属施設

所属施設住所

連絡先 TEL: FAX:

E-mail:

技師歴 　　　　　　年

希望領域 希望の領域に○をしてください。（1つのみ）

1.生物化学分析部門 4.臨床微生物部門 7.染色体・遺伝子部門

2.臨床一般部門 5.輸血細胞治療部門 8.臨床生理部門

3.臨床血液部門 6.病理細胞部門 9.臨床検査総合部門

現在担当している検査

応募理由

所属長の許可

学術部門員に選出された場合は、広島県臨床検査技師会学術活動への参加を許可する。

氏名　　　 印

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募条件    

１,2,3をみたしているもの 

       

1.生涯教育修了者 （注1）または生涯教育修了書取得者（5年以内の取得） 

 注1）基礎教科60点以上＋専門教科140点以上＝200点以上 

2.研修会・学会での発表経験者（学会は問いません。） 

 

 

 

 
3.選任後の円滑に技師会活動に参加していただくために所属長（技師長あるは直属の上司）の許可が必要です。 

 

選任に関して 

*各部門長および学術部長の推薦後、理事会の承認をもって選任されます。 

*運営上の都合により応募者全員が選任されるとは限らない事をご了承ください。 

学術部員募集 
 

　　　研修会名・学会名 　　発表演題名
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締切： 令和2年3月31日 消印有効       

      : 

申込方法：  生涯教育研修報告書（日臨技HPよりダウンロード）あるいは生涯教育修了書のコピーと  

 上記申込用紙を同封の上、下記の申込先に郵送にて申し込みください。   

   

申込先: 〒730-0013  

 広島市中区八丁堀6-10 グレイスビル801号 

 一般社団法人広島県臨床検査技師会  

 令和2・3年度 学術部門員応募係 

 TEL:082-502-6011 

   

問い合わせ先：広島大学病院 病理診断科 尾田三世 

   TEL: 082-257-5593  

   E-mail: miyooda@gmail.com 

 

 
◆ 日  時：令和 2 年 3 月 22 日（日）14:30～18:00 

◆ 場  所：広島県医師会館 ホール 

 総合司会：広島県医師会常任理事    岩崎 泰政 

 

１． 開会挨拶                                  広島県医師会会長    平松 恵一 

２．成績優秀施設への表彰 

３．第 47 回（令和元年度）精度管理調査結果の評価・解説 

司 会：    広島市立広島市民病院  三 好 夏 季 

ＪＡ広島総合病院  水 野 誠 士 

  

（１）生 化 学 ・ 免 疫     広島赤十字・原爆病院  坪 内  哲 

（２）血 液  広島赤十字・原爆病院  塔 村 亜 貴 

（３）輸 血                     広島大学病院  柏 原 真 由 

（４）フォ トサ ーベイ 

（一般・尿定性）       ＪＡ広島総合病院  荒 瀬 美 幸 

（病     理）           呉市医師会臨床検査センター  竹内まゆみ 

（細  胞）  呉共済病院  小 林  剛 

（血  液）  ＪＲ広島病院  岡 田 卓 也 

（生  理）                 ＪＡ広島総合病院 霜 津 宏 典 

（微 生 物）  広島大学病院  長 岡 里 枝 

（５）総 評     臨床検査精度管理推進委員会委員長  横 崎 典 哉 

             

４．特別講演 

「医療を取り巻く環境の変化～検査室の環境変化へ対応するための人材とは～」 

講師 ： 広島大学病院 診療支援部臨床検査部門 部門長 山崎 真一 

座長 ： 臨床検査精度管理推進委員会委員長 

広島大学病院 検査部 准教授・部長 横崎 典哉 

５．質疑応答  

６．閉会の辞    広島県臨床検査技師会会長 森田 益子 

 

主催：一般社団法人広島県医師会、一般社団法人広島県臨床検査技師会 

広島県臨床検査技師会（基礎 20 点） 

 

令和元年度 第 39 回広島県臨床検査精度管理向上研修会 
   

mailto:miyooda@gmail.com

